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○ヤシャイノデ保全の取組み 

環境省と県のレッドデータブックで「絶滅危惧ⅠA類」に分類されている植物ヤシャイノデについて、 

近年ニホンジカの食害の被害が深刻化しており、食害が拡大しつつあることが問題となっていました。 

そこで、平成21年12月に、ニホンジカの食害からヤシャイノデを保全するため、「ヤシャイノデ保全 

回復事業計画」※に基づき、上村地籍の自生地において防鹿柵設置作業を行いました。当日は、ヤシャ 

イノデ保全の会、希少野生植物保護監視員、長野県、県環境保全研究所、市、その他関係者により、防 

鹿用ステンレスネット250mを使用して、自生している場所２箇所について柵を設置しました。今後、 

ニホンジカの更なる適正管理の取組が必要です。 

  

※ 平成20年度に、伊那谷自然友の会、希少野生植物保護監視員らにより「ヤシャイノデ保全の会」を立ち上げ、 

会により「ヤシャイノデ保全回復事業計画」を策定し、長野県希少野生植物保護条例に基づく計画として県より 

認定を受けました。同会は、同計画に基づき、個体減少の原因とされるニホンジカの食害を防ぐ柵の設置のほか、 

群生地の飯田市上村で生育数把握、河床の上昇に伴い水没の恐れがある個体の移植と保護、万一絶滅した場合に 

備えた培養手法の研究、生活史や生育環境の調査や盗掘防止のための監視活動などを行っています。認定事業の 

実施期間は2013年４月30日までとしています。 

 

ヤシャイノデ 

防鹿柵設置作業をしているところ（提供：堤久氏） 



３緑の保全と創出

（１）水源林の保全と森林吸収源対策（＊はリーディング事業）

施策の名称 実　施　事　項 環境に対する効果 実施主体
H21決算額
（円）

款・項・目
（細々目名）

＊猿庫の泉
周辺管理

　環境省の名水百選に選定されている猿庫の泉の自然景観維持のた
め、羽場曙友会生産森林組合並びに猿庫の泉の保存会に、草刈や山道
の管理・整備を委託しています。

歴史ある湧水の保全を通
じて環境保全への意識の
高まりが期待されます。

観光課 364,000
07-01-04
（観光事業
費）

＊観音霊水
のＰＲ事業

地元作成の広報誌を窓口で配布しました。

歴史ある湧水の良さを再
確認することで、環境保
全への意識の高まりが期
待されます。

観光課 0
遠山郷観光協
会

個人住宅な
どにおける
地元産材の
積極的な利
用

　平成１９年１月に策定した「飯伊地域林業将来ビジョン」により森
林組合が中心となり南信州木づかいネットワークを構築し地域の木材
の活用と流通改善の方向性が示されました。これにより工務店・設計
士・製材所による地域材振興を飯伊地域に拡大することとなりまし
た。また、木づかいコンテストを開催し、市役所や森林組合に応募作
品の展示・投票により木材への関心を高めた。住宅見学、共同製材所
の先進地視察や竹についての講演会の開催、「生活と環境まつり」へ
の参加をしました。
　なお、搬出間伐の推進に必要な路網整備（林道開設・改良）も並行
して実施しています。

イベント展示等でのＰＲ
を通じて地元産材の普及
が期待されます。

林務課

23,000,000

9,000,000

225,772,000

11,221,490

06-02-02
（林道開設事
業費）
06-02-02
（林道舗装事
業費）
06-02-02
（林道改良事
業費（補
助））
06-02-02
（林道改良事
業費（単
独））

育樹祭実施
　緑豊かな住みよい郷土づくりのため、飯田市育樹祭を上久堅財産区
において上久堅小学校児童はじめ一般参加者、市関係者など約130人
が参加して間伐作業を行いました。

森づくりの意識高揚に結
びつきました。

林務課
340,000

50,000

06-02-02
（ふるさとの
里山再生事業
費）
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施策の名称 実　施　事　項 環境に対する効果 実施主体
H21決算額
（円）

款・項・目
（細々目名）

森林づくり
への市民参
加　講習
会・体験学
習の実施

　森林づくりへの市民参加　講習会・体験学習会を実施しました。
○野底山森林公園まつり開催し、広く市民の参加があり楽しみながら
森林とふれあうことができました。
○飯田市の水瓶である松川の源流域の視察を行い、山の現状を知る機
会とし、森林整備の必要性を説明しました。
○南信森林管理署主催の「国有林ツアー」でも多くの市民が自然と森
にふれあうことができ、森林の大切さを理解していただきました。
○市内小学校に結成されている「緑の少年団」６校では、児童に森林
の重要性を体験と共に理解してもらっています。
○長野県の「森林（もり）の里親制度」事業により、２１年度には
「大平県民の森」を所有する北方外三区財産区、二区財産区と八十二
銀行と長野県との三者間で里親契約が結ばれ、森林整備や交流が図ら
れるようになりました。野底山財産区とＪＧＴＯの活動・交流も２０
年度に引き続き行われ、宍戸ＣＣで木工教室・パネル展示等を行いま
した。

森づくりの意識高揚に結
びつきました。

林務課
920,000

300,000

06-02-02
（ふるさとの
里山再生事業
費）
06-02-02
（森林保全推
進事業費）

間伐択伐の
推進、実施

　森林は木材生産の場としてだけでなく、水源の涵養、土砂流出の防
備などの様々な機能を有しています。これらの森林機能の維持・向上
のため、切捨間伐262.64ヘクタール、搬出間伐33.95ヘクタール、造
林7.34ヘクタール、下刈40.56ヘクタール、除伐13.11ヘクタール、枝
打74.58ヘクタール、作業路の開設1.884ｍの実施に助成しました。
荒廃した竹林の整備を市内60箇所で実施しました。

適正な間伐等の推進で山
の保水機能の向上につな
がりました。

林務課 14,542,851
06-02-02
（森林造成事
業費）

公共建築物
整備規程に
よる、地元
産材利用の
推進

　公共建築物は公共建築物整備規定に基づき、できる限り地元産の木
材等を使用することとしています。

地元産材利用の普及啓発
効果が期待されます。

地域計画課 なし

植樹祭の開
催

４／２９（水）（昭和の日）に、野底山財産区有林内小鈴地籍で、ヒ
ノキ300本の苗木を植樹しました。

森林の保全とともに、森
林に対する理解を深める
ことにより、地球温暖化
防止に対する意識の向上
に繋がります。

上郷野底山財産区
（上郷地域まちづ
くり委員会）

159,480

46 



（２）里山や郊外の緑を守る（＊はリーディング事業）

施策の名称 実　施　事　項 環境に対する効果 実施主体
H21決算額
（円）

款・項・目
（細々目名）

＊南本城の
保全

年数回、南本城の草刈りを実施しています。また、希少植物の保護活
動や、住民対象の植物観察会を行うなど、様々な取組をとおして保全
活動を行っています。

里山の自然環境がよくな
り、また住民自ら活動す
ることで、地域住民から
親しまれる里山になりま
す。

座光寺地域自治会
麻績の里振興委員
会
座光寺公民館

川路地区里
山保全実行
委員会の活
動

　川路地区里山保全実行委員会は、「荒れた里山を何とかしたい。」
という思いから、里山保全の体験を通じて環境に配慮した循環型社会
への意識を啓発し、実現することを目的として平成16年６月に発足し
ました。
　平成２０年度は里山保全学習実行委員会を組織し、里山保全活動の
方向性の確認、樹木の伐採と薪割りを行いました。

この事業の趣旨は多くの
地域住民に理解されつつ
あり、里山保全を通じて
地域の自然環境を考える
機会となりました。今後
は里山の手入れをしなが
ら、特に未来を担う子供
たちへの環境学習に発展
させていく予定です。

川路公民館

＊千代よこ
ね田んぼの
棚田保全活
動

　地元内発的団体の保全委員会結成により、遊休農地の改善が図ら
れ、農林水産省から｢日本棚田100選｣として認められるほどの景観保
全活動が行われるようになりました。地域内外の多くの人に棚田景観
の美しさと、棚田を守り残す気持ちを常にもってもらえるよう、田植
え、稲刈り体験等をしています。また田園風景を飾るため案山子づく
り講習会等を開催しており、秋の収穫祭にて案山子コンテストを実
施、審査及表彰をしています。

地元の有志、ボランティ
アや学生の参加を得て、
子供達の環境教育の一端
を担っています。
荒廃農地を耕作すること
により、農地の保全、土
砂の流出、生態系のバラ
ンスを保つ働きを取り戻
すことができます。

千代自治振興セン
ター

1,232,330
よこね田んぼ
保全委員会の
会計

里山整備事
業

　地域の里山を下刈、除草等を行い里山の環境整備を行っています。
　（高鳥屋山、青木地区、清内路街道、久米海道、城山）

里山の整備による環境保
全

山本地域づくり委
員会

30,000
山本地域づく
り委員会
会計
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施策の名称 実　施　事　項 環境に対する効果 実施主体
H21決算額
（円）

款・項・目
（細々目名）

古木・銘木
調査

地区内にある古木・銘木について、調査をおこない周知・啓発をする
ことで、自然に目を向けその大切さを認識し、緑の保全に繋げていけ
るよう調査をおこないました。

樹種により調査がまとま
りつつあり、文化部を中
心に啓発を行うことがで
きました。

伊賀良公民館

西部山麓線
へのもみじ
等の植樹

４／２５　もみじ約170本を沢城湖線から梅ヶ久保にかけ植樹しまし
た。地区民が60人参加しました。
　また、随時地区民で下草刈り等を行いました。

自ら植樹することにより
地区民に里山に対する愛
着が生まれます。

伊賀良まちづくり
協議会

自然環境保
全地区での
取組

自然環境保全地区に指定されている市内３区域内の山林原野において
開発行為を行う場合には、届出が義務づけられており、必要に応じ市
長が自然環境配慮のための勧告を行うこととなっています。平成２１
年度には、４件の届出があました。
また、地区内の定期パトロールを実施し、届出済み行為の現地確認、
未届での開発及び不法投棄の確認を行っています｡パトロールも随時
実施しています。

自然環境の保全、良好な
景観の形成、希少動植物
の保護につながります。

環境課 なし

ふれあい林
道サポート
事業

５、７、１１月に上郷地域まちづくり委員会10地区で、林道野底山線
の一体の整備を実施しています。

森林の保全とともに、森
林に対する理解を深める
ことにより、地球温暖化
防止に対する意識の向上
に繋がります。

上郷地域まちづく
り委員会

1,000,000

病害虫・獣
害対策の実
施

　松くい虫被害対策事業として、被害木伐倒処理、薬剤空中散布、薬
剤地上散布等を実施しました。獣害対策としては座光寺、大瀬木、上
郷、南信濃において、緩衝帯整備事業を17.00ヘクタール実施しまし
た。

森林を守り、保水機能の
維持向上に努めました。

林務課

19,777,220

5,901,000

18,331,670

380,915

06-02-02
（森林病中害
対策事業費）
06-02-02
（ふるさとの
里山再生事業
費）
06-02-02
（鳥獣被害対
策事業費）
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（３）市街地の緑化と健全な水順環の確保（＊はリーディング事業）

施策の名称 実　施　事　項 環境に対する効果 実施主体
H21決算額
（円）

款・項・目
（細々目名）

西部山麓線
街路樹整備
事業

山本地区内の西部山麓線の街路樹の整備を行い、道路沿線の環境整備
を行っています。

街路樹が整備されている
ことによりゴミ等の投げ
捨てが減少しています。

山本地域づくり委
員会

30,000
山本地域づく
り委員会
会計

伊賀良地区
花いっぱい
運動

フローラル伊賀良
春はマリーゴールド（４月～６月）・秋はビオラ（８月～１１月）を
中心に種まきからポット移植まで行い、各地区約40カ所に植えてもら
う苗を作りました。春に3,000ポット、秋に2,700ポットを配布しまし
た。各作業15名～40名の参加を得て進めてきました。

花を配布することで、緑
を町に増やし、景観をよ
くすることができます。
多くの人が花を植え、花
壇の作業を行うことで、
緑の大切さを感じてもら
うことができました。

伊賀良まちづくり
協議会

＊公共施設
への緑化木
の配布

　緑の募金による還元事業（緑化推進事業）として、各自治振興ｾﾝ
ﾀｰ、小中学校、公民館、等に西洋シャクナゲ、みつばつつじ等、
1,812本を頒布しました。

各地域の緑化に役立ち、
暮らしの中で緑を守り育
てる意識の高揚につなが
りました。

林務課 946,000

06-02-02
（森林保全推
進事業費）

（４）魅力ある都市空間の形成（＊はリーディング事業）

施策の名称 実　施　事　項 環境に対する効果 実施主体
H21決算額
（円）

款・項・目
（細々目名）

＊公共施設
周辺緑化事
業

自治振興センターの花壇に草花を定植し緑化と美化に努めています。
また、地域の桜保存活動にあわせて小学校児童による桜の種まきなど
で育苗を行っています。

公共施設周辺の美化・緑
化。子どもを中心とした
環境美化意識の向上。

下久堅地区花ふぶ
き会
下久堅自治振興セ
ンター

4573
花ふぶき会会
計
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施策の名称 実　施　事　項 環境に対する効果 実施主体
H21決算額
（円）

款・項・目
（細々目名）

りんご並木
の緑化・美
化事業

○ハミングパル周辺の花植え・草取り・清掃活動等の環境整備
　・「りんご並木FunFan倶楽部」が中心となって、年間10回、ハミン
グパル周辺において、花植え、除草等の花壇整備のほか、周辺の美化
活動を行いました。

「人形劇のまち飯田」の
シンボルとして昭和63年
に設置されたハミングパ
ル周辺の環境が整備さ
れ、美しく、魅力あるま
ちの形成に寄与していま
す。

りんご並木FunFan
倶楽部（商業・市
街地活性課）

78,173

07-01-06
（中心市街地
総合再生等事
業費）

りんご並木
の緑化・美
化事業

○りんご並木歩行者天国（交通規制）時の清掃活動
　・毎年４月から１１月の第４日曜日に実施しているりんご並木歩行
者天国終了後、参加者と協働で、ゴミ拾い等清掃活動を実施しまし
た。
　平成２１年度は、合計９回実施し、延べ200名が参画。
○りんご並木清掃活動
　・８／２、橋南連合青壮年会が実施するりんご並木清掃活動に市職
員３名が出席し、りんご並木の路面及び周辺の花壇等の草取り、ゴミ
拾い及び御用水用水路の清掃を実施しました。

飯田市のシンボルである
りんご並木における地域
住民の皆様の主体的な美
化活動により、「日本の
道100選」、「かおり100
選」に選ばれた。また、
平成20年度には、美化活
動等の地域住民のこれま
での取組みが評価され、
「手づくり郷土賞」の大
賞を受賞するなど、魅力
ある中心市街地の景観及
び環境形成に寄与してい
ます。

橋南連合青壮年会
りんご並木まちづ
くりネットワーク
飯田市中心市街地
活性化協会
（商業・市街地活
性課）

0

07-01-06
（中心市街地
総合再生等事
業費）

環境産業公
園などに進
出する企業
の環境への
配慮

○桐林環境産業公園
　産業公園内に立地する企業で構成する環境会議を随時開催し、環境
への取り組みについて検討しています。工場の増築の計画については
「環境整備方針」に沿って、整備計画の検討を行いました。工業団地
内外の企業・事業所等とともに環境産業公園連絡協議会を組織し、環
境産業公園内の草刈りなどの環境美化活動を行いました。
○一本平産業団地
　立地企業により構成する「環境会議」を設置し、環境宣言の実施と
環境整備方針、公害対策自主基準を設け、管理しています。また、産
業団地内の草刈りなどの環境美化活動を行いました。
○経塚原産業団地
　立地企業の環境及び景観配慮に関する「環境整備方針」を定めまし
た。

環境会議を通した取組に
より、各企業の環境・景
観に対する意識が高ま
り、工場の建設等に環境
負荷の軽減、景観への配
慮がされました。

工業課 3,148,571
07-01-05
（企業立地
費）
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施策の名称 実　施　事　項 環境に対する効果 実施主体
H21決算額
（円）

款・項・目
（細々目名）

マスタープ
ラン室の運
営

　天龍峡エコバレープロジェクトにおける都市デザインやまちなみ景
観などを持続可能な市民参加型の組織として、一体的な土地利用と景
観形成､緑化推進の整備、保全のための指針に基づいた指導を行いま
した｡

環境配慮型の景観づくり
が、エリア全体の質の向
上につながります。

工業課

地区計画

　治水対策事業の盛土により新たに創出された区域において、竜丘地
区計画・川路地区計画を定め良好な景観、まち並みの創出に努めてい
ます。地区計画では建築物の高さ制限、色彩、形態の制限などを設け
るほか、
緑化率については、個々の組合などの申し合わせ等により川路地区計
画では25パーセント、竜丘地区計画では20パーセントを目標に行って
います。
平成21年度地区計画区域内の行為の届出及び適合件数
　地区計画区域　届出件数　適合件数
　　竜丘地区　　　　 4　　　4
　　川路地区　　　　13　 　13

調和の取れた、町並みと
ゆったりとした宅地空間
を確保することで、緑が
豊かでやすらぎと潤いの
ある空間の創出につなが
ります。

地域計画課 なし

景観法及び
飯田市景観
条例に基づ
く行為の届
出

飯田市が景観法に基づく景観行政団体となって、同法に基づく飯田市
景観条例の制定と景観計画の策定を行い、平成２０年１月１日に施行
しました。景観計画区域内における行為の届出を行うよう指導を行い
ました。届出があったものについては景観育成基準に適合する計画と
なるよう指導しました。平成２１年度（平成２１年４月１日から平成
２２年３月３１日まで）の景観計画区域内の行為届出件数は53件あり
ました。

一定規模以上の建築等の
行為の把握、指導により
良好な景観づくりにつな
がっています。

地域計画課 なし

公共建築物
整備規程に
基づく景
観・自然へ
の配慮

　公共建築物は公共建築物整備規程に基づき、自然との調和の推進及
び地域文化の伝承・創造の推進を行い、環境に配慮したものとなって
います。

公共建築物の景観形成に
成果を上げています。
公共工事が率先して行う
ことにより、建築関係業
者はもとより一般市民へ
浸透することが期待でき
ます。

地域計画課 なし
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施策の名称 実　施　事　項 環境に対する効果 実施主体
H21決算額
（円）

款・項・目
（細々目名）

秩序ある土
地利用の推
進

　平成１５年度より個別具体的な開発行為・土地利用改変について関
係課の実務レベルでの調整会議を設置しています。
平成２１年度についても、土地利用計画策定のための会議に併せて、
大規模土地利用改変の物件について、庁内調整会議を開催しました。
平成２１年度は、地域別の計画の検討に取り組み、座光寺地区、竜丘
地区の計画を策定しました。この計画に基づき、座光寺地区では土地
利用の誘導基準の強化及び自主的なルールの運営、竜丘地区では景観
育成特定地区の指定のよる屋外広告物の基準の強化を行っています。
また平成２２年２月には大平地区を準都市計画区域に指定しました。

開発行為・土地利用改変
に対しての情報の共有化
が図られ、それに伴う環
境への影響を最小限にす
ることができました。

地域計画課 なし

開発事業者
等の緑地の
重要性周知

土地利用調整条例、景観条例、緑の基本条例及び屋外広告物条例を制
定して、いずれも平成２０年１月１日に施行（公表）しました。届出
があったものについては基準に適合する計画となるよう指導しまし
た。平成２１年度（平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日ま
で）の行為の届出件数は、土地利用調整条例32件、景観条例53件、屋
外広告物条例17件でした。

開発区域での緑地の増加
に寄与しました。

地域計画課 なし
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（５）生物多様性の保全（＊はリーディング事業）

施策の名称 実　施　事　項 環境に対する効果 実施主体
H21決算額
（円）

款・項・目
（細々目名）

南アルプス
世界自然遺
産登録に向
けての活動

南アルプスに関係する静岡県、山梨県、長野県内の10市町村で南アル
プス世界自然遺産登録推進協議会を組織し、南アルプスの世界自然遺
産登録に向けた活動を行っています。また、長野県内の４市町村では
南アルプス世界自然遺産登録長野県連絡協議会を組織しており、意識
啓発、文献調査等に取り組んでいます。

南アルプスに存在する希
少種の実態を把握し、保
全のための活動につなが
ることが期待できます。

南アルプス世界自
然遺産登録推進協
議会
南アルプス世界自
然遺産登録長野県
連絡協議会

795,490
04-01-05
（自然環境保
全推進費）

アレチウリ
の駆除

アレチウリは、日本古来の植物ではなく、その生育に伴い、葉が覆う
ことにより他の植物の生育を妨げ、生態系をゆがめてしまう特定外来
生物です。
この植物の駆除のため、行政と住民団体によって、研修、駆除作業等
の取組みが行われています。また、全市一斉河川清掃でも取り組んで
いただくよう働きかけを行いました。

固有の生態系が保全され
ます。

松川水環境保全推
進協議会
飯田建設事務所、
下伊那地方事務
所、各地区環境衛
生担当委員会
環境課　他

なし

希少野生植
物保護対策
活動

飯田下伊那の保護活動団体、伊那谷自然友の会、飯田市美術博物館、
希少野生動植物保護監視員、警察署、行政（下伊那地方事務所、各市
町村）が一堂に会し、希少野生植物の保護対策について話し合う、南
信州・希少野生植物保護対策会議を昨年度に引き続き開催し、どのよ
うに住民に対して啓発していくかや、保護対策について検討を行いま
した。

希少野生植物のさらなる
保護活動と住民の希少野
生植物を守ろうというす
る意識の向上につながり
ます。

下伊那地方事務所
環境課

178,000
04-01-05
（自然環境保
全推進費）

モニタリン
グサイト
1000inたね
ほさんのハ
ナノキ湿地

山本の「たねほさんのハナノキ湿地」は、2007年に環境省「モニタリ
ングサイト1000 」（重要生態系監視地域）の１つとして、以後100年
間調査をしていくコアサイトとして指定を受けました。植物、鳥類調
査に加え、21年度からは哺乳類の調査を新たに始めました。当地にお
いて、県レッドデータブックで絶滅危惧種に指定されている植物を15
種発見しました。ハナノキをシンボルとして、ハナノキ湿地の保全活
動に取り組んでいます。

絶滅危惧種が多数見つか
り、豊かな生態系を知る
ことで、希少野生植物の
さらなる保全活動と生物
多様性を守ろうとする意
識の向上につながりまし
た。

はなのき友の会
飯田市美術博物館

なし
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